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Ph'! を接持した臨床病認:JIa期~~/J、総胞勝第 100 務(109 窮変}を対象とした.
FDG投与部分後に早期橡，120分後iこ後期{紛議影し各々 鐘場部SfJVの最






治組-3.31)， >5mm (n.=21) ; 2，却土0.93(1.07-4.3).野口D/E/F(n =40) 
で泣 5~韓を除き SむV がj長期で上昇し，後期最大:fHますべて 2.0 以上であった
5.61主2.78(2.鉛..， 14.73). 議~t上~擦では(1}詰 13) ， H誇を徐きSむVが後期で
上:詳し後期最大鑑はすべて位以上て・あった8.82土5.38(2.21-22.12).結議:
野仁IAIBI立後鶏でSむVが低下し， C以上設抗議乎上英議では上昇すること
が多く，後期簡が良い務部の話援になると考える， PET{まCTiこてBACが疑
われる諜iこ，設i掲の有舞の科書flこ手f揺な{書籍を号え，最大認が2εm以下で設期
最大盤がi以下の護問ではC1'1毒見Jiび緩や迅速務理診援と組み合わせ，議議
部議lJ、手権を選択することがE誌をと考えられる，
